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「⼈⽣100年時代の社会⼈基礎⼒」の普及に向けた取り組み

（１）「⼈⽣100時代の社会⼈基礎⼒」を
伸ばすためのリカレント教育〔OS〕

（２）その他リカレント教育〔アプリケーション〕
①IT（⾼度ITスキル、基礎的ITリテラシー）
②技術者のリカレント教育
③⽣産性コンサル⼈材育成
④⼥性の復職準備

（３）賛同企業・メディア等と連携した普及活動

（４）社会⼈基礎⼒の育成に向けた取組の表彰

（５）時代に応じた効果的な情報発信
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（１） 「⼈⽣100年時代の社会⼈基礎⼒」伸ばすためのリカレント教育〔OS〕①
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対 象 新⼈社会⼈〜中⾼年社会⼈

提供内容

企業の持続的成⻑、個々⼈の成⻑にむけて、
⼈や組織を多⾯的に測定するアセスメント
や⾏動変容を促す気づき・学びを提供する
トレーニングを通じて、それぞれに期待される
役割転換（トランジション）を意図的・計画
的に促進・デザインすることを⽀援している。

株式会社 リクルートマネジメントソリューションズ

対 象 ⼤学⽣〜新⼈社会⼈

提供内容

⼤学での正課授業を中⼼に、社会で必
要とされる⼒を伸ばし、「⾃分作り」のきっ
かけを提供するため、振り返りと⽬標設
定を促すアセスメントの実施や働くことの
動機付けを促すキャリア形成⽀援を展
開している。

株式会社 ベネッセｉキャリア



株式会社 社会⼈材コミュニケーションズ（知命塾）

株式会社 Schoo（スクー）

対 象 社会⼈

提供内容

社会⼈のミドルシニア層を対象に、⾃⾝の経験を振
り返る多数のワークからなる、リフレクション型のプ
ログラムを提供。①マインド改⾰、②強み発⾒（ス
キルの棚卸し）、③新たなスキル習得等から構成
されるキャリアの「リ・クリエーション」メソッドを提供。リ
カレントプログラムとセットで再就職⽀援まで⼀気通
貫で提供。

対 象 全世代

提供内容

社会⼈等の時間のない⽅も気軽に学ぶことのできる
オンライン動画学習サービスを提供。「書く・聴く・話
すに徹底コミット︓社会⼈基礎⼒ゼミ（社会⼈基
礎⼒を発揮するための更なる基本的な⼒である
「書く⼒・聴く⼒・話す⼒」を養うワークショップ形式
の授業）」等のコンテンツなども提供。

（１） 「⼈⽣100年時代の社会⼈基礎⼒」伸ばすためのリカレント教育〔OS〕②
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学校法⼈⾓川ドワンゴ学園 「Ｎ⾼等学校」
対 象 ⾼校⽣

提供内容

⾼校⽣に対して、アクティブラーニング型のキャリア
教育 「ファインドN」（社会で活躍している⼈の事
例を通じて、社会には多くの職業や仕事があること
や、社会の仕組みを教育）や、「21世紀型ライフ
スキル（他者との共同、創造的思考 等）」の獲
得を⽬指した、⾃治体等と連携したワークショップや
インターンシッププログラムを提供。

（１） 「⼈⽣100年時代の社会⼈基礎⼒」伸ばすためのリカレント教育〔OS〕③

博報堂 ⽣活者アカデミー
対 象 社会⼈（企業・団体の次世代リーダー）

提供内容

イノベーションの創発を担う社会⼈に対して、表層的
ハウツーの習得ではなく、本質を考え抜く「発想の底
⼒」の獲得のため、⽇常観察、現象探査、欲求推
論など、任務を越えて社会を広く⾒渡す、発想・創
造性の習慣開発トレーニングを提供。
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 平成30年度に、中⼩企業が中核⼈材に①求める能⼒（キャリア・オーナーシップ、社会⼈基礎⼒）や②求める
スキル（専⾨スキル）に関する講座（コンテンツ）を、従業員の業務内容やステージ（役職）に応じて作成。

 これまでの⼀⽅通⾏型の座学のみならず、Ed-Techを活⽤した多様な学びのスタイルで提供する。
 加えて、受講前後のスキル診断と、受講後の反復学習を併せて⾏うことにより定着度を⾼めるとともに、各講座の受
講履歴等を⼀元的に管理することで、理解度を可視化する。

（中核⼈材の育成・確保 中⼩企業等における将来の中核⼈材候補の育成）

ア
プ
リ
︵
ス
キ
ル
︶

３．専⾨スキル
○IT活⽤（リテラシー）講座
○中⼩企業からのニーズの⾼い「営業・販売・サービス」
や「⽣産現場」等に関するマネジメント講座 等

Ｏ
Ｓ
︵
能
⼒
︶

２．社会⼈基礎⼒

○問題解決型思考の獲得
○リーダーシップの構築／⾃律性の獲得
（主体的な意思決定・⾏動） 等

１．キャリア・オーナーシップ

○スキルの棚卸し・キャリアプランの⾒直し 等

【コンテンツ（何を学ぶのか）】
１．双⽅向簡易型スタイル【ウェブ型】

〇受講時間︓いつでも
〇受講場所︓どこでも
〇受講⽅法︓PC・スマホ・タブレット

３．ワークショップスタイル【対⾯型】

２．双⽅向ライブ配信スタイル【ライブ型】

〇受講時間︓固定
〇受講場所︓指定された教室等
〇受講⽅法︓集合・座学

〇受講時間︓ライブ⽇時は固定・録画はいつでも・どこからでも
〇受講場所︓どこでも
〇受講⽅法︓PC・スマホ・タブレット

※時間がない社会⼈でも「すきま時間」を活⽤した学びが可能

※オンライン機能を活⽤し、双⽅向型の学びが場所を選ばず可能

※⼀度に集中して学ぶことが可能

【提供スタイル（どのように学ぶのか）】

（１） 「⼈⽣100年時代の社会⼈基礎⼒」伸ばすためのリカレント教育〔OS〕⑤
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 あらゆる産業においてＩＴを活⽤したビジネスが不可⽋であるところ、「業種」・「職種」によ
らず、社会⼈が⾝につけるべき「ＩＴ・デジタルリテラシー」について、教育訓練給付の指定
も視野に⼊れ、実践的な講座を増やしていく。

①ソーシャルメディア、交通、⾦融、医学など様々な分野でどのようにビッグデータを活⽤で
きる課題が発⽣するかを判断。

②ＩｏＴの技術的選択肢やセキュリティ上の懸念などの課題をいかに克服するか。

③ハードウェア、ソフトウェア、暗号化、ポリシーに関するサイバーセキュリティ。

＜事例＞ハーバード⼤学社会⼈向け講座
ビッグデータ、ＩｏＴ、サイバーセキュリティの挑戦と機会（⼊⾨）

 ビッグデータ、ＩｏＴ、サイバーセキュリティの活⽤事例と課題を検証。３部構成（以下）。
 オンライン受講全15回で2,700ドル（30万円）。

（２）その他リカレント教育〔アプリケーション〕
①「基礎的なＩＴ・デジタルリテラシー」講座提供の担い⼿
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（４）社会⼈基礎⼒の育成に向けた取組の表彰
〜社会⼈基礎⼒育成グランプリ（平成19年〜）

 全国の⼤学が参加する「社会⼈基礎⼒育成グランプリ」を開催（主催︓社会⼈基礎⼒協議会、
共催︓経済産業省）し、課題解決型授業やインターンシップを含めた「社会⼈基礎⼒」育成のた
めの授業の普及を図っている（平成19年度〜）。

 平成29年度の社会⼈基礎⼒グランプリ（平成30年2⽉）には、47⼤学58チームがエントリー。
 今後、「⼈⽣100年時代の社会⼈基礎⼒」に評価項⽬を合わせ、更なる普及を図っていく。

【⼤賞（経済産業⼤⾂賞）】
○福岡⼥学院⼤学
⼈⽂学部現代⽂化学科
『世界⼀の⾮売品
エアライン業界実践研修 CLASS J』

【準⼤賞】
○松⼭⼤学 経済学部経済学科

『サイクリストの聖地における社会⼈基礎⼒育成の試み』

○朝⽇⼤学 法学部法学科
『⼤学⽣による⼦ども⽀援活動』

平成29年度 社会⼈基礎⼒育成グランプリ
※参加総数58チーム

回数
(開催年度) 

参加校数 主 催 優 勝 校

第１回
(H19)

７校 経済産業省
委託事業 ⼭梨学院⼤学

第２回
(H20)

40校 経済産業省
委託事業 ⼤阪⼯業⼤学

第３回
(H21)

53校 経済産業省
委託事業 流通科学⼤学

第４回
(H22)

100校 経済産業省
委託事業 多摩⼤学

第５回
(H23)

88校
(108チーム) ⺠間事業者 福岡⼥学院⼤学

第６回
(H24)

92校
(109チーム) ⺠間事業者 ⼤阪⼯業⼤学⼯学部

第７回
(H25)

44校
(49チーム)

⼤学教職員
有志 中京⼤学

第８回
(H26)

42校
(50チーム）

⼤学教職員
有志 創価⼤学経済学部

第９回
(H27)

46校
(55チーム）

⼤学教職員
有志

⼤阪⼯業⼤学⼯学部
電気電⼦システム⼯学科

第10回
(H28)

47校
(58チーム）

⼤学教職員
有志

拓殖⼤学
商学部経営学科 18




